2004年度　森村・川村ゼミ議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０月２７日分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記入者：小椋なつき

文献：『The Performance Art』RoseLee Goldberg　　　　　司会者：熊井晃史

発表グループ　Ａ：（村石美羽・柏井茂幸・長谷文人・宮本小綾・真中拓美）

　　　　　　　Ｂ：（宮本充・岩井優佳・塚原加奈子・堀伸一朗）

　　　　　　　

議題

	A：現代におけるアートとライフの関係はどうなっているのか。リビング・アート＝ライフがアートとしてとらえた上で、わたしたちがアートとライフをそれぞれどうとらえているか。

B：小金沢健人氏の「身辺雑楽三重奏」という作品についてどう思ったか。Performanceが受け入れられたのは、「新しさ」ゆえからなのか。




グループの考察

	Ａ班

 ケージやカプローはartとlifeの垣根を取り外そうとしたのではないだろうか。Art＝lifeという時に、その二つに共通していることは「現一瞬間now moment」なのではないだろうか。この現一瞬間こそ、artにおける本質であると思う。

Ｂ班

 Performance artに共通している要素は、作家／作者自身が作品を楽しんで構想している／上演しているということである。作品を通して観客、見る側になにかを伝えるというよりは、作品自体を楽しむ、なにかすることを楽しむということが重視されている。


議論の進行

	
議論点の進行

Ａ→Ｂ

Ａ班

現代におけるアートとライフの関係はどうなっているのか。

· アートの中にライフ的要素があり、それをライフに取り込むということは、アートはライフであるということだ。様々な見方があるが、どうなのだろうか。

· ケージは瞬間に目をむけた。一瞬のきらめきこそがアートになるわけで、なんでもアートになりうるわけではない。

· ライフ＝アートというより、アートでライフをとりなおす。→精神的にも豊かになる。

· 観客とのハプニングはライフ＝アートに集約できるのか？そこでおきることがすべてアートになるのだとすれば、「ハプニング」にはならない。ライフまでは距離がある。

     そもそも「アート」をこの議論において、どういう定義づけでやるかをはっきりさせなければいけない。しかし、この班はむしろこの議論でアートを定義づけたかった。

Ｂ班

ＣＤを聞いた率直な感想について。

· やってる人は楽しそうである。楽しいからこれを作品とするっていう価値観を取り入れるためのもので、こういった新しい見方を提供されることで、何をどう楽しむかがアートっていうことを教えてもらうことになる。

· パフォーマンスはただ「新しかった」から注目されたわけではないと思う。他に魅力、力があるはずで、それはなんなのかを知りたい。

· 時間の先端、一瞬を行為することに魅力がある。

· 日常＝アートではなく、ある種パフォーマンスが異端だったからではないか。政治運動など、色々な目的でパフォーマンスは使えるのは、異端だったからである。その異端さこそがパフォーマンスにおける力である。

· パフォーマンスアートにおけるみんなの考え(率直に、どう思うか)

· パフォーマンスはリアルではない。非現実的である。

· 客の存在が大きい。見るものとの距離が近く、とてもリアルに感じる。そこがまた魅力である。リアルに感じるかどうかは、人の価値観によって違う。

· 他のアート形態(写真など)では、伝わらないものを伝えることが出来るアートである。

· 誰でもアーティストと宣言できる現代において、アート＝ライフの可能性はある。みんなはアートについてどう思っているのか。パフォーマンスアートの力は、それを見せられた時、自分達が日常だと思っていたことがゆらぐことにある。それによって自分達がいかに規制の中で生きているかがわかる。→視点の広がり


記入者の考察

	パフォーマンスアートをリアルタイムで見たことのない私にとっては、いまだパフォーマンスアートの魅力について堂々と語れない。内容を聞いただけでは、ただ事実としてクールに受け止めてしまう。今回の議論でも、パフォーマンスアートを実際見たか見ないかで、パフォーマンスに対する見方は全然違ってくるのかもしれないと思った。

ハプニングは確かにどこか非現実的だからこそ、目がいったのかもしれないし、一概にアート＝ライフとは言いがたいのではないか。しかし生活の断片を作品にしてしまったことによって、自分の思っているアートという枠組みの広がりを提供してくれたと思う。Ｂ班の小金沢氏の作品は生活の音が重なりあうもので、聞きなれている音の集合体が逆に新しく感じ、ずっと聞いていたいという思いにかられた。

ライフ＝アートにする必要性はあるのだろうか？わたしはむしろ、アートはリアルであってほしくないという思いがある。わたしにとってアートとは普段の生活とちょっと違った空間、刺激をもとめてえるものであるので、現実世界とは一線を画したい。このようにアーティストとして作品に対しての、既存の芸術と呼ばれているものではないものをつくることなどの欲望と受けて（観客、わたし）の感覚は少し食い違うような気がする。既存の芸術だってわたしたちには新鮮に映る場合もあるし、逆にパフォーマンスのような新しいものだって楽しめる余裕はある。

わたしたちの生きる現代においてパフォーマンスがにぎわってないのは、なぜだろう。いまだ絵画の方が人が集まっているのはどういうことなのだろう。今回の発表は、パフォーマンスの存在だけでなく、それをとりまく自分たちの環境にも何らかの疑問をもつきっかけとなった気がする。




